
東海環状⾃動⾞道全線開通を間近に控え、FCV向けを中心とする⽔素エネルギーの不⾜が⾒込まれる。⽔素の安定供給を目指す中で、地域の維持管理不⾜の⾥⼭の機
能を活⽤し、⾥⼭の再⽣にもつなげることで、地域内経済の好循環につなげたい。
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⽔素利⽤拡⼤と⾥⼭再⽣による地域経済循環の実現
【対象施設】 道路 / 橋梁 / 公園 / 上下⽔道 / 河川 / 港湾 / 遊休施設 / その他（⽔素ステーション、⾥⼭）

【事業方式】 コンセッション / その他のPFI / 包括的⺠間委託 / その他（新たな官⺠連携 ）

【テ ー マ】 戦略的なインフラマネジメントを担う⾃治体の体制の確保 / スモールコンセッションの推進 / グリーン社会の実現 / その他（ ）

●いなべ市⽔素ST

いなべIC（R7.3開通）
●

⼈⼝︓44,507⼈（R7.1.1）
⾯積︓219㎢
⽔素ST所在地︓
三重県いなべ市北勢町阿下喜74番地２
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
約６割が森林。員弁川流域で、⻄に鈴⿅
⼭脈、北に養⽼⼭地がある。⾃然共⽣サイ
トに認定された「ふるさとの森」もあり、緑豊
かで住みよいまちである。⾃動⾞産業中心
に製造業が盛んで、東海環状⾃動⾞道の
全線開通が目前に迫ってきていることから、
さらなる産業の発展に期待がかかる。

燃料電池⾞普及を通した⽔素利⽤拡⼤
【背景】
・ 当市は「チャレンジ・カーボンニュートラルいなべ」を掲げ、ゼロ
カーボンシティを目指している。
・ 特に⽔素利活⽤に取り組み、令和6年４⽉には、市内の企
業も利⽤できる⽔素ステーション（FCV充填⽤）を設置した。
・ 設置後、利⽤登録する事業者が増え、今後さらなる利⽤の
拡⼤が⾒込まれる。
・ 現在はグリーン⽔素とはなっていないが、重点対策加速化事
業や⺠間企業の⽀援により、太陽光パネルの設置が計画され
ている。
【課題】
・今後のFCV充填の需要に対応するため、⽔素ステーションの
拡張や増設を検討したい。
・⽔素エネルギーの安定供給に向けて、⽣成から運搬までのサ
プライチェーンを構築したい。

地域資源としての活⽤等による⾥⼭再⽣
【背景】
・ 放棄林を整備した「にぎわいの森」を中心に、グリーンインフラ
の事業展開を図っている。
・ ⽔素ST周辺には鎌田川や員弁川があり、⼩⽔⼒発電の可
能性がある。
・ 鎌田川はじめ市内の河川、農地、森林など維持管理がされ
ていない⾥⼭がある。
【課題】
・ 河川含む荒廃した⾥⼭について、持続可能なしくみのなかで
再⽣させたい。

【スケジュールと期待するシーズ提案】
（令和7年度）
課題の解決に向けて、スキーム構築のほか、
技術開発、適地選定、体制づくりなどの調査
検討、実証実験。
（令和8年度〜）
令和7年度の結果を受け実装または調査継
続。

・ ⾃治体新電⼒「⾃然電⼒いなべ」の取組として、公共施設中心にエネルギーの地域循環を
目指している。
・ いなべ市⽔素ステーションは新たなモビリティエネルギーの拠点となる予定であり、現在⽔素充
填設備は１基であるが、数を増やす可能性がある。

【目指す姿】
・ 河川、森林、緑地等が適切に維持管理され、地域の⽣活環境が向上する。
・ ⽔素利⽤が推進し脱炭素社会に貢献する 。
・ 地域の企業の活性化が図られる。
・ SDGｓ未来都市として全国の中⼭間地域に展開可能な好事例をつくる 。

【アウトカム】
・移住定住⼈⼝の増加
・ウェルビーイングの向上
・市⺠の所得の増加

いなべ市⽔素
ステーション

⾥⼭

新たな⽔素ST

資源循環、新たな技術
開発による活性化

⾏政 企業 ⾦融
機関

⼤学 市⺠ 農家…
（団体）林業家

連携

【課題解決の方向性】
・ 既存の⽔素ステーション
におけるグリーン⽔素⽣成量
を増やす。
・ EV、FCVなどモビリティの
脱炭素化に合わせ、⽔素ス
テーションの適地計画づくり
をする。
・ ⾥⼭（河川、森林、農
地、緑地、ため池、⽔路な
ど）のフィールドを活⽤し、
太陽光や⼩⽔⼒などによる
再⽣可能エネルギー電⼒の
拡⼤を図りながら、⾥⼭の
維持管理、機能再⽣、⽣
物多様性の回復につながる
しくみをつくる。
・ 再エネ電⼒は、地域内
循環と共に、⽔素エネルギー
など多⾯的利⽤を⺠間リ
ソースを活⽤しながらすすめ、
カーボンニュートラル社会の
実現を目指す。
・ 持続性確保のためJ-クレ
ジットなどで⾥⼭を保全する
事業者や市⺠団体、市事
業等に還元できるしくみをつ
くる。
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